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本文書では 
本文書では、Agilent 1260/1290 シリーズ HPLC システムと、OpenLAB CDS ChemStation(C.01.04)でのフラク

ションコレクタの基本的な設定項目について解説します。また、ディレイキャリブレーションについては、

Agilent LAB advisor B.02.0x ソフトウエアを使用します。 

 

本文書の内容は、ソフトウエアのリビジョン更新等により、予告なく変更されることがあります。 

本文書の説明図は、説明用の例です。実際の表示とは異なる場合があります。 

 

 サンプルや溶媒には有毒なものがあります。また、溶媒には可燃性のものが
あります。必ず手袋や安全メガネなどの防護措置を取ってください。また溶媒の漏れなど
に十分に注意を払ってください。 

 

ご質問・ご意見は、お客様総合窓口：カストマコンタクトセンター 

    Tel.   0120-477-111 受付時間  9:00～12:00，13:00～18:00 

（土日祝祭日年末年始を除く） 

    Fax.   0120-565-154  （24 時間受付） 

    E-mail  email_japan@agilent.com （24 時間受付） 

© Agilent Technologies, Inc. 2013 

 

 

このマニュアルに含まれる内容は 

「現状のまま」提供されるもので、

将来のエディションにおいて予告な

く変更されることがあります。また、

Agilentは、適用される法律によって

最大限に許可される範囲において、

このマニュアルおよびそれに含まれ

る情報の商品性および特定の目的に

対する適合性に関する黙示の保障を

含めて（ただしそれだけには限定さ

れません）、いかなる明示的または

黙示的な保障も行いません。Agilent
は、このマニュアルまたはそれに含

まれる情報の所有、使用、または実

行に付随する過誤、または偶然的ま

たは間接的な損害に対する責任を一

切負わないものとします。Agilentと
お客様の間に書面による別の契約が

あり、本マニュアルの内容に対する

保証条項が同文書の条項と矛盾する

場合は、別の契約の保証条項が適用

されます。 

 
Printed in Japan 
アジレンント・テクノロジー株式会社 

東京都八王子市高倉町9番1号 
192-8510, Japan 

このマニュアルは米国著作権法および

国際著作権法によって保護されており、

Agilent Technologies, Inc.の書面による事

前の許可なく、本書の一部または全部を

複製することはいかなる形式や方法（電

子媒体による保存や読み出し、外国語へ

の翻訳なども含む）においても、禁止さ

れています。 

ご注意  
保証 

技術ライセンス 

このマニュアルで説明されているハ

ードウェアおよびソフトウェアはラ

イセンスに基づいて提供され、そのラ

イセンスの条項に従って使用または

コピーできます。 

安全に関する注意 

 

注意は、危険を表します。こ

れは、正しく実行されない場

合、または指示を順守されな

い場合に、製品の損害または

重要なデータの損失にいたる

おそれがある操作手順や行為

に対する注意を喚起していま

す。指示された条件を十分に

理解し、条件が満たされるま

で、注意を無視して先に進ん

ではなりません。 

 

警告は、危険を表します。こ

れは、正しく実行されない場

合、または指示が順守されな

い場合に、人身への傷害また

は死亡にいたるおそれがあ

る操作手順や行為に対する

注意を喚起しています。指示

された条件を十分に理解し、

条件が満たされるまで、警告

を無視して先に進んではな

りません。 
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１－１．分取機能の概要 

1260 シリーズフラクションコレクタでは以下の機能が利用できます。 

・1サンプル中の各成分を分取 

・シーケンス分析で特定成分のプーリング 

分取開始のトリガーモードは下記から選択できます。 

・ピークベース：検出器の応答に応じて分取を開始する 

・タイムベース：あらかじめ設定したリテンションタイムの成分を分取する 

※マニュアルトリガーも可能です。 

 

 

 

１―２．分取を始める前の確認事項 

分取の設定を始める前に、以下を確認してください。 

・ディレイキャリブレーションが完了しているか？変更はないか？ 

・検出器からフラクションコレクタまでの配管に変更はないか？ 

・分取用ニードルに変更はないか？ 

これらの項目で変更がある場合は、後述のコンフィグレーション変更とディレイキャリブレーショ

ンを実行してください。 
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１－３．フラクションコレクタのコンフィグレーション設定 

① メニューから、 

機器＞続き フラクションコレクタ＞フラクションコレクタコンフィグレーションを選択し

ます。 

② フラクションコレクタのコンフィグレーションを行います。 

 

※ プレート使用時は、使用するプレートの指定が必要です。 

※ 試験管使用時は、試験管の容量と高さの設定が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：プレートの設定は、GUI の右クリックメニューからでも実施可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右クリック 

フラクション順番（方向）

の設定。 

ニードル移動時のダイ

バータバルブの開閉に

ついて設定。 

2 台以上のポンプがシステムにコ

ンフィグレーションされている場

合、メインポンプを選択。

試験管使用時、 
試験管容量と高さを入力 

フラクション容器に対するニードル位置（容

器中まで挿入、上、底面に接触後上昇）を選

択

フラコレでプレートを使

用する場合、プレートの種

類と、設置したプレート位

置のチェックボックスを

オンにします。プレートの

順番は、 
 
 
 
です。 
試験管トレイ使用時は設

定不要 

②④ 
①③ 
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１－４．フラクションコレクタのメソッド設定 

フラクションコレクタのメソッド設定を行います。 

① メニューから、機器＞機器メソッド設定を選択します。 

② フラクションコレクタタブを選択します。 

③ フラクションコレクタのメソッド設定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラクショントリガーモードを選択する 
ピークベース：最大ピーク捕集時間を設定する 
タイムベース：分析時間をある回数で均等に分取するモード、または 
       １分画の時間（タイムスライス）モードを指定する 

ピーク検出のモード 
検出器ごとに、トリガーの 
パラメータを選択し、入力する

MSD トリガーの選択：MSD を分取トリガーとして使用する場合に選択 
複数ピークトリガーがある場合の論理的組み合わせ： 
全ての検出器でピーク確認できたもののみ（and）を分取するか、 
少なくとも 1 検出器でも確認できたら分取する（or） 

タイムプログラムの設定 
時刻で、ピークベース/タイムベースの

切り替えが可能 



フラクションコレクタの利用 
 

6 

 

④ プレビュー機能を用いることで、予め採取したクロマトグラムを参考にしてフラクションパ

ラメータの設定ができます。画面下の読み込みボタンをクリックして、参照データを読み込

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 下記のように画面にクロマトグラムが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 画面下のスレッショルドアイコン等を利用し、画面を見ながらフラクションパラメータを調

整します。 

⑦ 最適化できたら、マスターメソッドを保存します。 
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１－５．ランメソッドによる一回分取 

 

サンプル情報のダイアログボックスでフラクション開始位置を指定します。データ名と分析ロケー

ションの設定ができたら、分析開始可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※補足：マニュアルトリガーの方法 

分析中に、オンラインプロットを観察しながら、マニュアルで分取の開始と終了を実行することが

できます。フラクションコレクタの GUI 画面に、「マニュアルフラクションコネクション開始」ボ

タンと「マニュアルフラクションコネクション停止」ボタンを使用します。（注意：オンラインプ

ロットには多少の遅れ時間があります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マニュアル 
フラクション 

開始 

マニュアル 
フラクション 

終了
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１－６．シーケンス分析での分取 

シーケンス分析で分取を実行するには、シーケンステーブル上のフラクションスタート列に、分取

を開始するロケーションを設定します。設定が完了したらシーケンス分析を開始します。 

 

 

※設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※開始位置を同じにすることで、プーリングが可能です。プーリングの場合は、トリガーの設定に

は注意が必要です。 
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１－７．分取結果の確認 

 

データ解析画面では、クロマトグラム上に分取した範囲を表示させることができます。分取の際の

データを読み込んだのち、画面中央部の純度ボタンをクリックします。分取した範囲と分取したロ

ケーションが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※フラクション範囲を示すチックマーク（縦の線）をレポートに表示するには、レポート条件の設

定（レポート＞レポート条件）で、フラクションテーブル、チックマークの追加の設定を有効にし

ておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

純度ボタンをクリックします。 
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１－８．ディレイキャリブレーションの方法 

ここでは、MS を含まない LC 分取システムのディレイキャリブレーションの方法を説明します。 

ディレイキャリブレーションには、キャリブレーション用試料が必要です。（P/N G1946-85020 デ

ィレイキャリブレーションサンプル（UV および MS 用）2013/06 現在） 

下記の作業を行った場合は、改めてディレイキャリブレーションを実施する必要があります。 

・検出器からフラクションコレクタ間の配管の変更 

 

① カラムを取り外し、ゼロデッドボリュームユニオンと交換します。 

② MSD など外部でスタンバイになっている機器がある場合は、機器背面のリモートケーブルを

外します。（NotReady 信号を受信させないため。） 

③ OpenLAB CDS ChemStation ソフトウエアを終了します。 

④ Lab Advisor ソフトウエアを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 画面右上の接続ボタンをクリックして、機器との通信を開始します。 

⑥ 画面左のナビゲーションパネルから、サービス＆診断を選択します。 

⑦ 画面中央で G1364C(または B)フラクションコレクタを選択します。 

⑧ 画面右側で、ディレイキャリブレーションを選択します。 

⑨ 画面右下の実行ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6
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⑩ 下記項目を入力後、OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ ディレイキャリブレーションが自動的に開始されます。自動的にポンプが始動し、サンプル

が注入され、分析が開始します。 

⑫ キャリブレーションが問題なく終了すると下記のように結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ OK ボタンをクリックすると、キャリブレーション結果はフラクションコレクタ本体に自動転

送/保存されます。 

⑭ ポンプを Off にするかどうかの 

確認ダイアログボックスが表示 

されます。はいまたはいいえを 

クリックしてください。 

 

 

 

メインポンプモジュール、

ディレイを計算したい検出

器、インジェクタをリスト

から選択します。 

ポンプ流量を実際の分析に

使用する流量に設定し、デ

ィレイキャリブレーション

に使用するチャンネルを選

択 し ま す。（ 水 ま た は

Methanol等逆相有機溶媒使

用を推奨） 

ディレイキャリブレーショ

ンサンプルの注入量、サンプ

ルポジションを入力します。 
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⑮ 画面上部のシグナルタブをクリックすると押すと、検出器およびディレイセンサーのシグナ

ルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯ 手順の始めで、リモートケーブルを外した場合は、元のように取り付けます。 

 

 

※ディレイキャリブレーションがうまく実行できなかった場合は、注入量を増やして再度キャリブ

レーションを実施してください。 
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補足１．内部配管とニードル変更後のコンフィグレーション変更 

フラクションコレクタで使用するニードル、配管を変更した場合は、下記の手順で設定を変更しま

す。 

 

① メニューから、機器＞機器コンフィグレーションを選択します。 

② 表示されたダイアログボックスの右側ボックスでフラクションコレクタをクリックして、コ

ンフィグレーションボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 内部キャピラリとニードルタイプを正しく選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冷却モジュール使用、 
MS ベース設定について、 
対応項目をチェックします。 

フラクションコレクタのイ

ンナーキャピラリの種類を

選択します。 

使用するニードルを 
選択します。 



フラクションコレクタの利用 
 

14 

補足２．カスタムプレートの定義 

フラクションに使用する容器（プレート）のカスタマイズが可能です。 

① フラクションコレクタの GUI で右クリックしメニューから、ウエルプレートタイプの編集を

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 追加ボタンをクリックすることで、カスタムプレートを定義することができます。カスタム

プレートの定義は、エクスポート／インポートすることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右クリック 
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本書の内容の一部または全部を無断で複写・転載することは禁止されています。
 

 

 操作･修理のご相談は： 

 アジレント・テクノロジー株式会社 

 カストマコンタクトセンター 

 

 〒192-8510 東京都八王子市高倉町 9-1 

  Tel:（フリーダイアル）0120-477-111 

  受付時間 9:00～12:00、13:00～18:00 

  （土,日,祝祭日,年末年始を除く） 

  

  Fax:（フリーダイアル）0120-565-154 

  E-mail: email_japan@agilent.com 

 

 http://www.agilent.com/chem/jp 

 
 

 


